
 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催予定 

 

大袋原っぱ公園 10 時～12 時 協力金:一世帯 300 円 

雨天中止:当日 LINE、facebook でお知らせ 

ちびころ 

会員になってプレーパークを応援しませんか 

全国各地で４００を超える団体が冒険遊び場づくりに取り組んで

います。越谷にプレーパークをつくる会は、有志の市民が中心と

なってボランティアで運営しています。会費は活動の大切な資金

となっています。越谷市が「遊びあふれるまち」になるよう一緒

に願ってくれる方を募集しています。 

■正会員  2000 円／年  

（活動趣旨に賛同し積極的に応援） 

■賛助会員 1000 円／口 何口でも！ 

（財政的にサポート） 

会費・寄付金は郵便振替でもお受けしております。 

00540-2-78897 ＮＰＯ法人越谷にプレーパークをつくる会 

プレーパークって？ 

「○○してはいけません」という禁止事

項のない遊び場。何をしてもいい、なに

もしなくてもいい。穴掘り、木登り、泥

んこ遊びや火を使った遊びなど、子ども

たちが「やりたい!」と思ったことを自由

にできるように、大人たちが知恵を出し

合って運営しています。 

プレイワーカーって？ 

子どもととことん遊び、ありのままを受

け入れ、遊び全体に目を配ります。遊び

の種を蒔き、遊びを通して子どもたちの

相談相手にもなってくれる、親でも先生

でもない子どもと対等な大人です。遊び

に伴う危険を予測して対応し、遊び場の

整備なども行います。 

NPO 法人越谷にプレーパークをつくる会 

メール koshigaya.asobo@gmail.com 

プレーパーク 越谷 

越谷にプレーパーク 

をつくる会 通信 

遊 び あ ふ れ る ま ち へ 

普通の公園が禁止事項ばかりなのは、何かあったときに「公

園をつくった人が悪い」と管理者の責任を追及する傾向が

あるからです。子どもが公園で自由に遊ぶには、「事故は

自分の責任」という考え方が基本です。 

そうしないと禁止事項ばかりが増えてしまい、結果、

子どもが自由にチャレンジする機会を奪うことにな

ってしまいます。子どもが思いっきり遊べる場所をみ

んなの力でつくりましょう！ 

モ
ッ
ト
ー
は 

『 

自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ 

』 

※感染症の状況によって開催予定・時刻が変更す

る場合があります。参加する前に必ずホームペ

ージで最新情報をご確認ください。 大袋原っぱ公園 13 時～16 時 

大袋プレーパーク 
〈越谷市プレーパーク事業〉 

第３(火)は乳幼児親子の遊び場 

〈自主事業〉 東越谷プレーパーク 〈越谷市放課後子ども教室〉 

東越谷第七公園 13 時～16 時 

か い さ い よ て い 

大変な時、だからこそ「 」を。 

～私たちが を継続した思い～ 

2021 年 1 月、埼玉県を含む 1 都 3 県に緊急事態宣

言が発出され、市の事業である大袋プレーパークや東

越谷プレーパークは中止を余儀なくされました。しか

し私たちは、自主事業である「ちびころ」の開催を続

けることに決めました。 

 

「ママたちがほっとできる場所」 

これまでもちびころは「子どもたちがのびのびあそ

べる場」であると同時に「ママたちがほっとできる場

所」であることを大切にしてきました。それはこのコ

ロナ禍でも変わりません。去年の 7 月にちびころを再

開してから遊びに来てくれたママたちは、「公園に人

がいなくて子どもが楽しくなさそう」「夫がテレワー

クでお昼の準備が大変」と愚痴をこぼしていました。

そんな話をしながらも、帰るころにはどこかすっきり

した顔をした様子のママたち。そんなママたちを見て、

やっぱりちびころを開いて良かった！と私たちは感じ

たのです。 

焚火ができなくても、お茶を一緒に飲めなくても、

「ほっとひと息つける場」がそこにあることに意味が

あるのだと改めて実感することができました。 

大変な時期だからこそ、育児を頑張っている人たち

に寄り添うことができる、そんな活動をこれからも大

切にしていきたいと思います。     （とまと） 

オンライン会議で、スタッフ全員の

意見を確認。話し合って決めました。 手袋でうさぎさん／１月 

強風で寒かったけれど、リフレッシュ／１月 

どろんこあそび／２月 

第３(土) ※2021 年度６月開始 

 

自粛期間中の昨年春からスタッフやまちゃんがコツコツ

作り始めました。「魅力たっぷりの越谷プレーパークをた

くさんの人に知ってもらいたい」その一心で作り上げた

とのこと。一人でも多くの方に魅力が届きますように。 

最新情報の 
できました！ 確認はコチラ！ 

ブログ 

活動記録 

LINE 

スケジュール配信 

Facebook 

予定＆様子 

ホームページ 

お知らせ＆自己紹介 

2021年 3月 8 日現在 

mailto:koshigaya.asobo@gmail.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

  

●ちびころ 大袋原っぱ公園 

毎月第３火曜日（８月は第４火曜）10 時～12 時 

＊協力金 1 家族 300 円（保険代、材料費含む）  

 

●移動型プレーパーク（※計画中） 

いよいよ実現できる？！  

のプレーパークが          

2021 年ちびころテーマは「お外でアート！」 

毎月季節に合わせたテーマで、一枚ずつ大型紙芝居

を作っていきます。家ではなかなかできない絵の具遊

びや自然の素材を使った遊び。思いっきり親子で楽し

んでみませんか。かけがえのない時間になりますよ。 

移動型プレーパーク！？ 

新しい取り組みとして「移動型プレーパーク」事業

を計画中です。遊び道具を入れたキャリーケースを持

ってスタッフが越谷市内の公園に出かけます。公園で

遊んでいてもなんだかつまらない、そんなことありま

せんか？「遊び」を通してそこにいるひとたちが、心

地よく過ごせる時間を生み出すことができるのです。 

地域のあちこちに心地よい居場所ができることを

願って 2021 年も取り組みます。一緒にそんな居場所

をつくっていきましょう。       （かなもん） 

 長引くコロナ禍、「もう、息が詰まりそう！」と感じている方も多いことでしょう。 

 こんな時こそ、プレーパークで過ごしてみませんか。乳幼児向けの 

「ちびころ」と「移動型プレーパーク」について紹介します。 

 

東越谷プレーパーク 越谷市放課後子ども教室 (070-2649-0832) 

毎月第 3 土曜日（13:00～16:00・小雨決行/荒天中止）＠東越谷第 7 公園（花田 1-4） 

★持ってくるといいもの ： 飲み物 食べ物 タオル 着替え（替え靴・長靴）ゴミ袋 

★できるだけ使い捨てを使わないよう、コップ・お箸・お椀をご持参ください。 

 プレーパークにも食器を用意してあります。洗って戻してね。 

★公園のごみは各自持ち帰りましょう。最後に清掃活動をしています。 

大袋プレーパーク 越谷市プレーパーク事業 

（西大袋第 1 号近隣公園内 大袋幼稚園そば） 
13:00～16:00 ＠大袋原っぱ公園（大竹 617-1） 小雨決行/荒天中止  

                        

ちびころ 小さな子も外遊びを楽しんでほしいと願って作った乳幼児の親子の遊び場です。 

10:00～12:00 ＠大袋原っぱ公園（大竹 617-1） ※雨天中止（当日 Facebook でお知らせ） 

 
※開催予定は裏面で 

ご確認ください。 

※開催予定は裏面でご確認ください。 

 

～ をつくろう～ 

●大袋プレーパーク 大袋原っぱ公園 

毎月第１土・日曜他（４月は第４）13 時～16 時 

●東越谷プレーパーク 東越谷第７公園 

６月より毎月第３土曜 13 時～16 時 

●講演会（※2021 年秋頃開催予定） 

「遊び場からひろがる まちづくり(仮)」 

だ れ で も 

「ちびころ」でやさしくなれた私 

今、スタッフとして関わっている私も、はじめは子

どもと遊びにきた一親子でした。わんぱくな息子に、

ヒーヒーの毎日。そんな時、まるごとそのままの息子

を、受け止めてくれるかのような空気感に満ち満ちて

いるちびころに出会いました。私の心までもほぐれた

ことを昨日のことのように覚えています。『そうか、

（息子は）そうゆうことがしたかったんだね』帰り道、

私はいつも優しくなれました。 

だから、今「子育てって、思うようにいかないなぁ

…」と思っているママやパパにも、ぜひプレーパーク

を味わってほしいと心から思っています。コロナ禍で

心配に思うこともあるかもしれませんが「外遊びは人

との距離感が保てるので、感染症対策は安心できる」

という参加者からの声もありました。※もちろん感染

症対策も取って活動しています。 

乳 幼 児 向 け 

（仮）西大袋第 1 号公園の整備事業スタート 

現在、大袋プレーパーク（越谷市プレーパーク

事業）を行っている場所を含めた総合公園の整備

が 2022 年に始まる予定です。そのための近隣地

域のみなさんを対象とした説明会やアンケート

調査などが始まりました。どんな公園にしたいか

意見を聞くためです。 

私たちの思いを届けたい～講演会計画中～ 

私たちが求めてきたのは、「遊び場」という公

園をつくることではありません。ずっと大切にし

てきたことは、遊び場づくりを通して子どもたち

が安心して豊かに育つことのできる地域社会を

つくることです。このことを今こそ地域の方にも

っと知っていただく必要があると感じています。 

そこで、2021 年度の事業として日本冒険遊び

場づくり協会の代表である関戸博樹さんをお招

きし、講演会を実現したいと準備を始めています

（秋頃開催予定）。どうぞお楽しみに！（渕野） 

越谷のプレーパーク、２０年の歩み 

私たちの団体は 2002 年より越谷市内に常設の

プレーパークをつくりたいと活動をはじめて、間

もなく 20 年になろうとしています。 

 越谷総合公園の駐車場で一日プレーパークを

開催したのが始まりで、東越谷第 7 公園での定期

的なプレーパークを開催し、その事業が現在の越

谷市放課後子ども教室のプレーパーク教室とな

りました。当時、教育委員会 生涯学習課の事業

であったことから、公園では通常できない火の使

用を特別に許可してもらうことができました。 

 常設プレーパークの実現の可能性がでてきた

のが、2011 年でした。西大袋の区画整備事業の

中に総合公園をつくる計画があり、その一角を暫

定的に「プレーパーク」として使用してはどうか

との提案が越谷市からありました。これでいよい

よ常設のプレーパークができると期待をしてい

たところ、道路整備などの西大袋整備事業全体に

遅れが生じ、総合公園をつくる計画もかなり先送

りとなっていました。 

モンキーロープで遊ぶ子どもたち 

大袋プレーパーク・2020 年 1 月 


